
朔 太 郎 と 「 音 楽 」  

 

「 僕 は 子 供 の 時 か ら 、 病 的 に 近 い ほ ど の 音 楽 好 き で あ っ

た 。 幼 児 の 時 に は 、 毎 日 オ ル ゴ ー ル の 玩 具 ば か り を 鳴 ら し て

い た 。 （ 中 略 ） 少 年 時 代 に は 、 手 風 琴 や ハ ー モ ニ カ ば か り を

弾 い て 日 を 暮 し て い た 。 」 （ 「 音 楽 に つ い て 」 ）  

音 楽 学 校 の 大 学 受 験 ま で 考 え た と い う 萩 原 朔 太 郎 は 、 旧 制

中 学 時 代 に 当 時 新 し い 西 洋 楽 器 で あ っ た マ ン ド リ ン を 手 に し

ま し た 。 そ し て 、 上 京 間 も な く 、 比 留 間 賢 八 ら に そ の 演 奏 を

専 門 的 に 学 ん で い ま す 。 前 橋 に 帰 郷 後 も 、 マ ン ド リ ン の 演 奏

グ ル ー プ を 組 織 す る な ど 、 生 涯 に 亘 り 音 楽 を 楽 し み ま し た 。

晩 年 は 長 女 ・ 葉 子 と ギ タ ー ・ マ ン ド リ ン の 二 重 奏 を 楽 し ん だ

と い い ま す 。  

「 私 の 心 の 「 か な し み 」 「 よ ろ こ び 」 「 さ び し み 」 「 お そ

れ 」 そ の 他 言 葉 や 文 章 で は 言 い 現 し が た い 複 雑 し た 特 種 の 感

情 を 、 私 は 自 分 の 詩 の リ ズ ム に よ っ て 表 現 す る 」 （ 『 月 に 吠

え る 』 ・ 「 序 」 ） 朔 太 郎 の 詩 の リ ズ ム 感 は 、 彼 の 音 楽 体 験 に

よ っ て 培 わ れ た の か も し れ ま せ ん 。  

 

＊ 手 風 琴 （ ア コ ー デ ィ オ ン の こ と ）  

＊ 旧 制 中 学 校 （ 現 在 の 高 等 学 校 の 段 階 に 相 当 す る 教 育 を 行 う 学 校 で 、 第 二 次 世

界 大 戦 後 の 教 育 制 度 改 革 が 行 わ れ る 以 前 に 存 在 し た 。 ）  

＊ 比 留 間 賢 八 （ ひ る ま け ん ぱ ち  1 8 6 7 ～ 1 9 3 6  明 治 ・ 大 正 期 の 音 楽 家 。 日 本

の マ ン ド リ ン 音 楽 の 先 駆 者 ）  
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